


























































































































(2) 旧少年法の制定 こうした感化事業の進展に対して，大正11(1922) 
年には，いわゆる旧少年法が制定され，司法省が管轄する少年保護司法の領









































ある)，⑥誰からでも通告による場合 (29条)，の 6つの経路がある O
そして，少年保護司による調査を経た後に，少年審判官によって処分が下
































































































































































































































































































































































































かる O 当然， r教育Jや「保護」という大義名分があれば，全ての干渉が正
当化される訳ではない。「善意の逸脱Jをしない必要がある o
(1) まず， r虞犯少年Jという法概念自体における歯止めが求められる O
この点から，現行少年法上の「虞犯少年」概念の成立要件として， r虞犯性」
























1 拙稿 Ir虞犯少年』概念の構造(1 )一公正さと教育的配慮の矛盾相克する場面とし










5 穂積・向上1285頁参照。また，拙稿・前掲注(1) Ir虞犯少年』概念の構造(1 ) J
早稲田法学79巻3号 (2004年)131頁参照。























































































41 小河博士遺文刊行会編『小河滋次郎著作選集 上巻~ (日本評論社，昭和17年)114 
-121， 242-243頁参照。また，河野亮子 11878年プロイセン強制教育法 (Zwangser-
ziehungsgesetz)の成立-19世紀後半のドイツの家庭教育に関する一考察一」日本
の教育史学(教育史学会紀要)33集(1990年)178頁参照。
42 内田貴『民法町 親族・相続〔補訂版J~ (東京大学出版会， 2004年)210頁参照。
